
 

（第２号様式） 
令和６年３月 22日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 舞岡 高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（3月 12日実施） 

総合評価（3月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①各教科・科目
に お い て 、 知
識・技能及び思
考力・判断力・
表現力をﾊﾞﾗﾝｽ
よく育て、予測
困難な時代を生
きぬく力を身に
付けた人材を育
成する。 
 
②教科横断的な
学習及び持続可
能な開発のため
の教育（ ESD）
を推進し、持続
可能な社会の積
極的な創り手を
育成する。 

①本校の最上位の目
標の一つである「自
ら考える力」を身に
付けさせるため、発
問の工夫や学習負荷
のかけ方について改
善する。 
②一人１台 PC を効
果的に活用した授業
の研究とその情報共
有を促進させると共
に、情報機器活用に
関するｽｷﾙｱｯﾌﾟを図
る。 
③全学年で実施する
８時 40 分からの朝
学習については、計
画的に実施すること
で教科を横断した学
習を実践すると共
に、生徒へ様々なメ
ッセージを発信する
ことで、生きる力の
育成を目指す。 

①生徒自身が思考
し、説明や演習を行
う時間を増やした授
業実践を行い、生徒
が主体的に学ぶ力の
育成を図る。 
①「舞岡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
を柱として３年間を
通じた地域探究、個
人探究、自己探究の
見通しを立て、検証
と改善により探究活
動の充実を図る。 
②1・2 年生の各科目
においてﾊﾟｿｺﾝを活用
した授業実践を行い
教職員と生徒のﾘﾃﾗｼｰ
を高める。 
③全学年において朝
読書もしくは朝学習
をおこなう。また、
その効果や課題を検
証し、始業前の時間
の効果的な活用につ
いて検討する。 

①生徒対象のアン
ケートにおいて、
４段階評価（４が
最高、１が最低）
の平均値が 3.0 以
上であったか。 
①「舞岡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ」を軸とした取
組について、効果
的に実施し検証す
ることができた
か。 
 
②1・2年生の各科
目において年間を
通じてﾊﾟｿｺﾝを活
用した授業を実施
し、教職員と生徒
のﾘﾃﾗｼｰを高める
ことができたか。 
 
③始業前の時間の
効果的な活用につ
いて、実施と検証
を行うことができ
たか。 
 

①ICT 機器等の活用によ
り、説明時間を短縮し
て生徒が思考し演習す
る時間の確保により生
徒の主体的に学ぶ力の
育成に努めた。12 月に
実施した授業アンケー
トにおける「思考力が
高められたか」の質問
に対する回答の平均値
は約 3.2 であった。 
①「舞岡ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を
軸とした探究の取組に
ついて効果的な実施と
検証ができた。 
②ICT 環境の整備を行
い、ﾛｲﾛﾉｰﾄの研修や、
授業見学を通して、教
員は ICT ﾘﾃﾗｼｰを高め、
生徒は ICTを活用するこ
とができた。 
③全学年において朝読
書もしくは朝学習を行
い、毎週の読書発表等
で効果を確かめること
ができた。 

①授業研究に積極的な
教員は増加した。消極
的な教員も一定数お
り、参加率を高めるこ
とが課題である。教科
会等を活用し授業研究
が身近なものとする取
り組みや授業見学の際
に声を掛け合い、気軽
に参加できる雰囲気づ
くりに努める。 
①１学年の地域探究・
３学年の進路研究の実
施時期や内容につい
て、検討の必要があ
る。新年度の「舞岡ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄ」に改善策を反
映させていきたい。 
②ﾛｲﾛﾉｰﾄやGoogleの各
ｻｰﾋﾞｽの具体的な使用
事例をさらに共有し、
多くの教員が授業で
ICT を利用できるよう
していきたい。 
③更に体系的な朝読書
を全学年で継続実施す
る。 

・年 4回の校内授業見学
は大変良い取り組みで
ある。引き続き教科を
超え多角的な視点での
授業改善に期待する。 
・探究的な学びを通じ
た育成は、生徒の発表
等の成果から社会の要
請に応じた学びになっ
ていると思われる。 
・探究活動や授業にお
いて、ICT 機器を使用す
るなど積極的な活動が
見られた。 
・朝読書は有意義な取
り組みである。生徒に
対して読書の効果がわ
かる指標があるとさら
に良い。読書を目的の
ツールではなく読書を
楽しむ時間とすること
に繋げてほしい。 
・ｽﾑｰｽﾞに PCを活用でき
るよう一人一台鍛圧の
整備を引き続きお願い
する。 

 

①授業アンケートにお
ける「思考力が高めら
れたか」の質問に対す
る回答の平均値は約 3.2
であったことから数値
上はほぼ達成し、8 割の
生徒が授業に満足して
いるという結果が出て
いる。 
① 教員が ICT 機器等の
活用により、説明時間
を短縮して生徒が思考
し演習する時間の確保
により生徒の主体的に
学ぶ力 の育 成を 図っ
た。 
② ICT 環境の整備を行
い、ﾛｲﾛﾉｰﾄの研修や、
授業見学を通して、教
員は ICT ﾘﾃﾗｼｰを高め、
生徒は ICTを活用するこ
とができた。 
③全学年において朝読
書もしくは朝学習を行
い、自学自習の習慣を
意識させることが出来
た。 

①授業の工夫と一定程度の
学習負荷をかけ引き続き
「生徒が自分で考える」授
業を目標とする。 
①教科会等を活用し授業研
究が身近なものとする取り
組みや授業見学の際に声を
掛け合い、気軽に参加でき
る日常的な授業研究に取り
組んでいく。 
①探究活動を軸にした活動

が３年間を通じて有効的な

ｽｹｼﾞｭｰﾙで進められるよう

協議検討を行う。 

②ﾊﾟｿｺﾝを活用した授業づ
くりの研修や授業見学な
ど、更なる推進を図る。 
③朝読書について体系的な
取り組みを推進する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒の規範意
識を育み、基本
的生活習慣の定
着を図り、健全
な成長を促し、
自己実現に向け
た自律性・人間
性の育成を目指
す。 
 
②生徒会活動や
部活動をとおし
て、生徒が主体
的に取り組める
行事等の充実を
図ると共に、将
来へと続く人間
力を身に付けた
人材の育成を目
指す。 

① 引き続き規範意 

識や生活習慣等につ

いての指導を実践す

ると共に、18 歳で

成人となることへの

自覚を促す。 

② 生徒一人ひと 

りに気を配り些細な

変化も察知し早急に

情報共有を行う。ｽｸ

ｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬ

ﾙﾜｰｶｰや外部機関と

連携を密にし、組織

的な対応を図る。 

③新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染

拡大防止の対策の緩

和に伴い新たな日常

生活のあり方を指導

すると共に行事や式

典等のより良い運営

を考える。 

①②定期的な登校指
導により登下校時のﾏ
ﾅ ｰや遅刻指導を行
い、基本的生活習慣
の定着に向けた指導
を行う。また、生徒
の状況を把握し教育
相談体制を組織し支
援に向けた対応を図
る。 
③体育祭や文化祭の
実施時期や内容を県
の指示に基づいて感
染予防に徹底した取
り組みにする。 
 
③部活動の活動に関
する基本方針を県の
指示をもとに感染症
拡大防止に徹底した
形態を示す。 

①基本的な生活習
慣や社会人に必要
なﾏﾅｰの大切さを生
徒に定着させるこ
とができたか。 
 
②教職員が情報を
共有し、組織的に
指導することがで
きたか。 
③生徒会行事や活
動内容で生徒が自
主的に取り組むこ
とができたかｱﾝｹｰﾄ
等で確認する。 
 
③部活動の活動に
感染防止対策を踏
まえた形式で行え
たか。 
 

①定期的に登下校指導
を行いﾏﾅｰや遅刻指導を
行った。自転車乗車ﾏﾅ
ｰ、公共の場での過ごし
方に対する情報提供が
あった。 
②情報提供については
常に教職員で共有し共
通理解を図った。 
③体育祭はｺﾛﾅ感染予防
を考慮し種目ごとの検
討を行い、予備日の 6/6
に実施した。文化祭は
感染症状況の改善傾向
を考慮し調理室を使用
した食品販売の活動を
実施した。9/29 に校内
発表、9/30 に一般公開
を行った。9/30 の後夜
祭で打ち上げ花火を再
開した。 
③部活動を行う上で、
県の指針を踏まえ感染
予防を配慮し実施方法
を指示した。 

①今後も定期的な登下
校指導・HR での指導を
継続し、更に基本的な
生活習慣（公共の場で
のﾏﾅｰ）の定着を目指
す。 
②教職員間の情報共有
は確実に継続し、生徒
の規範意識の向上を目
指す。 
②SC、SSW との連携を
図り、生徒の変化を素
早く察知する。 
③新たな内容で行った
文化祭についての評価
を、文化祭実行委員会
を中心に行っている最
中である。 
③これまでに行ってい
た衛生管理を徹底した
対策を盛り込んだ活動
ﾏﾆ ｭ ｱ ﾙの指針を示し
た。 
 

・舞岡の生徒として自
覚を持った生活態度や
18 歳成人としての自覚
を促すことを意識した
生活指導方針は引き続
き行ってほしい。 
・登下校のﾏﾅｰについて
地域の連合会で問題提
起されることがある。
引き続き指導をお願い
する。 
・SC,SSW の活用が活発
であることは、組織的
に生徒、保護者の支援
を行っていると聞き、
安心して学校生活が送
れていると感じた。 
 
 

①年間を通した定期的
な登下校指導が定着し
ており、地域の方々か
らの情 報提 供が あっ
た。今後も継続して行
い基本的生活習慣の定
着を目指す。 
②生徒情報交換会を行
い、共 通理 解を 図っ
た。 
③体育祭、文化祭とも
依感染予防に配慮した
計画を立てた。特に文
化祭は衛生管理を徹底
した。生徒主体とする
活動が行えた。 
 

①今後も定期的な登下校指
導を継続し、地域と共存し
ていることを生徒に認識さ
せながらより一層の基本的
生活習慣の定着を目指す。 
②生徒、保護者からの相談
について教育相談を中心に
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶ
ｰ等の外部機関と連携し組
織的な対応を行っていく。 
③生徒主体とする学校行事

をより多くの保護者に公開

していく。 

③近隣住民への配慮を具体

化し、職員で情報共有す

る。 



 

３ 進路指導・支援 

①「進学先の向
こ う に あ る 社
会」を具体的に
意識し、自主的
に 職 業 、 生 き
方、社会へのか
かわり方につい
て生徒の理解を
深めさせ、生徒
の希望する進路
実現に向けたｷｬ
ﾘｱ教育を推進す
る。 

①到達度ﾃｽﾄ等を通
じて生徒の特長や課
題を把握し、職員で
情報共有し組織とし
て対策を検討してい
く。 
②引き続き、進学先
や就職先の指導に留
まることなく、将来
の自分がどうありた
いかも含めたｷｬﾘｱｶﾞ
ｲﾀﾞﾝｽを研究すると
共に実践する。 
③生徒、保護者への
丁寧な情報発信は継
続する。 

①到達度ﾃｽﾄの結果を
校内で共有し、ｽﾀﾃﾞｨ
ｻﾌﾟﾘの配信や宿題等
で生徒の自宅学習時
間の増加を図る。 
②各学年の面談時間
を確保し、生徒と教
員の情報共有の場を
設ける。校内での行
事・学習を通しｷｬﾘｱ
ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄに反映させ
る。 
③学年ごとに、保護
者への情報発信をき
め細かく行う。 

①到達度ﾃｽﾄの結
果やｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘの
配信時間と生徒の
自宅学習時間の変
化を見る。 
②面談時間の確保
と学年のそれぞれ
の時期にあった適
切な内容の面談が
実施できたか。ｷｬ
ﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの記録
ができたか。 
③保護者への情報
発信回数と内容は
適切であったか。 

①到達度ﾃｽﾄの結果を校
内で共有し、ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ
の配信や宿題等で生徒
の自宅学習時間が増加
した。 
②各学年の面談時間を
確保し、生徒と教員の
情報 共有 の場 を設け
た。学校行事や学習を
通しｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄへの反
映が浸透している。 
③保護者に対して学年
ごとに、きめ細かな情
報発信を行った。 

①到達度ﾃｽﾄの結果やｽ
ﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘの配信時間と
生徒の自宅学習時間を
職員で共有し、生徒の
学習に対する変化を確
認する。 
②面談時間の確保と学
年のそれぞれの時期に
あった適切な内容の面
談を実施していく。ｷｬ
ﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの記録を担
任・生徒で共有する。 
③保護者への情報発信
回数と内容を検証す
る。 

・保護者向けの「進路
のてびき」を配付され
ると、進学等の最新の
情報がわかり、保護者
が子供と家庭で相談す
る際に大変役立つ。 
・新学習指導要領にあ
る通り、思考力の育成
が求められている。大
学入試との連動や高校
の授業についての対応
が知りたい。 

①到達度ﾃｽﾄの結果やｽﾀ
ﾃﾞｨｻﾌﾟﾘの活用により学
習時間の改善が見られ
た。 
②各学年の面談時間を
確保し、進路について
系統的 な指 導に 努め
た。 
②ｷｬﾘｱ教育の視点を持
って「社会にどのよう
に貢献するのか」を考
えさせ指導を行った。 
③保護者に対して学年
ごとに、きめ細かな情
報発信を行った。 

①外部の模擬試験を活用し
更なる学習時間の定着を図
る。 
②更に面談時間の充実と学
年のそれぞれの時期にあっ
た適切な内容の面談を実施
していく。 
③入試の様態が大きく変わ
ってきているため、保護者
に「進路のてびき」を作成
し配付する。 

４ 地域等との協働 

①Web ﾍﾟｰｼﾞなど
様々な広報媒体
を使って、県民
にわかりやすい
情報提供をより
一層推進する。 
②地域や保護者
及び分教室との
連 携 を 更 に 深
め、開かれた学
校づくりの推進
を図る。 

①新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染
症の動向を見極めつ
つ、保護者や地域と
の協働を検討し日常
的な活動を具体化す
る 
②分教室との連携を
さらに深め「共にで
きること」について
は、積極的に取り組
む。 
③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の広報
媒体の充実を図る。 

①地域商店街とのﾀｹﾉ
ｺを通じた交流「ﾏｲﾀｹ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」や１学年
の「地域探究」にお
ける地元企業へのｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰの活動を継続す
る。 
②感染症拡大防止を
優先させながらも分
教室との交流を活発
化できる新たな企画
や内容の充実ができ
たか。 
②Web ﾍﾟｰｼﾞ等様々な
媒体を使用して本校
の情報を発信し地域
との繋がりの一助と
する。 

①地域との交流に
より一層の交流を
促進できたか。 
②ｺﾛﾅ禍の現状を
踏まえ、連携を深
めることができた
か。 
③適切な Web ﾍﾟｰ
ｼﾞの作成と更新を
行うことができた
か。 

 

 

①地域商店街とﾀｹﾉｺを
通じた交流「ﾏｲﾀｹﾌﾟﾛｼﾞ
ｪｸﾄ」において夏の商店
街の七夕などの取り組
みや横浜 FC へ竹提供、
戸塚ﾓﾃﾞｨと竹水鉄砲づ
くりｲﾍﾞﾝﾄを共催し地域
交流を促進した。 
②地域のふるさと舞岡
花さかｸﾗﾌﾞと連携し花
壇を軸に地域との交流
が行われた。 
②感染症予防を配慮し
分教室と交流事業を実
施し た。 体育 祭の参
加、七夕竹の宴の参加
と竹 の設 置と 撤去作
業、文化祭の展示・販
売・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ参加等を行
った。 
②分教室との新たな交
流事業はできる限りの
範囲で実施した。 
③適切な Web ﾍﾟｰｼﾞの作
成と更新を行った。部
活動実績のﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞの
表示や CM発表など PRを
工夫した。 

①教員負担の軽減、よ
り活発な生徒参加、組
織的運営の確立が課題
である。 
②分教室との新たな交

流事業はできる限りの

範囲で今後も充実を図

っていく方針である。 

③より頻度の高い、魅
力的な更新をめざして
いきたい。 

・「地域探究」におけ
る外部の意見を聞けるｲ
ﾝﾀﾋﾞｭｰは学びを深める
ことに繋がるので大切
にしてほしい。 
・ｺﾛﾅ禍を経て、特別活
動である体育祭や文化
祭等の体験や経験が学
校教育に重要であると
再認識した。 
・学校教育計画「4 年間
の目標」のように◎、
〇や数値データで示さ
れると達成状況が分か
りやすい。 
・ 

①地域商店街とﾀｹﾉｺを

通じた交流「ﾏｲﾀｹﾌﾟﾛｼﾞ

ｪｸﾄ」において地域交流

を促進した。 

②体育祭の参加、七夕

竹の宴の参加と竹の設

置と撤去作業、文化祭

の展示・販売・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ

参加等、分教室と交流

事業を実施した。 

 
 

①「ﾏｲﾀｹﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」などの

交流とｲﾝﾀﾋﾞｭｰ結果を地域

に発信するなど、更なる改

善を図っていく。 
②分教室との交流事業は更

なる充実を図っていく。 

③各担当者が意識し、より

頻度の高い更新を目指す。 

③同窓会とも連携し卒業生

も楽しめるﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成と

共に、多方面への情報発信

を行いたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安心で安全な
学校をつくれる
よう、学習環境
の改善を推進す
る 。 （ 学 校 管
理） 

① ②教員の意識改
革を促し、教員
の働き方改革を
推進する。（管
理職） 

①事故不祥事防止に
ついては、全ての職
員が強く心掛け不祥
事ｾﾞﾛを実践する。 
②施設等の安全管理
は全員が意識して取
り組む。 
③引き続き、働き方
改革について、ｱｲﾃﾞ
ｱを出し合い可能な
ことは積極的に実践
する。 

①事故不祥事防止研
修を通して、全職員
が当事者意識を持
ち、些細なことでも
気づいた点を指摘し
合うなど、主体的に
行動できるよう意識
啓発を行う。 
②校内の学習環境整
備を推進する。普段
の清掃活動を柱とし
て、安心・安全のた
めの環境美化活動へ
の意識啓発を行う。 
③効率よく業務進行
できるよう、協働を
意識した業務推進を
図る。 

①職員が主体的に
事故防止に向けた
行動を取るなど、
研修を通して意識
の向上が図れた
か。 
②校内の学習環境
の改善がはかれた
か。校内が清掃に
より清潔に保たれ
ているか。 
③勤務時間を意識
した業務を行うこ
とができたか。 
 

①不祥事防止研修や、
人権に関する職員研修
を通して、意識の向上
が図れた。 
②ｺﾛﾅ禍前に近い形での
開催となった桔梗祭に
おいて、環境委員が中
心となり、ｺﾞﾐ処理や清
掃に 積極 的に 取り組
み、 校内 美化 に努め
た。 
③適切な業務分担など
協働を意識した業務遂
行を図った。 

①事故不祥事の未然防
止に向けて職員が主体
的に行動できるよう意
識啓発を進める。 
②環境委員を中心とし
た活動を推進し生徒に
美化に対する意識をよ
り高めると共に、ｺﾞﾐ
処理や清掃に積極的に
取り組み、校内美化に
努める。 
③会議時間の短縮な
ど、時間を効率的に活
用した業務遂行を務め
る。 

② ・災害時に補助的避難
所として開放された際
に、地域と学校が担う
役割 につ いて 明確に
し、迅速な対応に向け
た整理が必要である。 

③  

①安心安全な学校づく
りを目指し生徒の指導
を行った。 
②文化祭では美化委員
会を通じて分別や清掃
に取り組んだ。また、
放課後、自主的に清掃
する有志の生徒など、
自主的な生徒の活動に
より校内環境が改善さ
れた。 

①事故不祥事の未然防止に
向けて職員が主体的に行動
できるよう意識啓発を進め
る。 
②生徒が安全に安心して学
べるよう、引き続き学習環
境の整備など考慮し計画的
な遂行に努める。 
③働き方改革については引
き続き意識を持って遂行す
る。 

       
 



 

 


